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試験施設の形状 

 

  (ｷ) 浸透能力の評価 

 浸透能力は地下水位と浸透施設の底面からの距離が 0.5m 以上ある場合に、浸透能力に

影響がないものとして浸透施設の設置可能範囲の調査対象としていることから、現地浸透

試験の位置については、計画している浸透施設の底面付近の浸透層を対象に実施すること

を標準とし、その結果、得られた透水係数を設計に用いることとする。 

 

浸透施設と地下水位の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易型の試験施設 

実物試験施設の参考（例） 

地表面

地下水位

浸透施設

L（0.5m以上）

現地浸透試験の位置

地表面 

地下水位 

Ｌ（0.5m 以上） 

 

現地浸透試験の位置 浸透施設 

(ｸ) 容量算定式

浸透施設の容量の算定式は次の式による。

 ａ 雨水流入量ｒの算定式

 ただし、ｒ：降雨継続時間の総雨水流入量（㎥） 

 ｉ：降雨強度（㎜/hr）  （a、b は定数） 

  Ａ：排水面積（ha）   Ｃ：流出係数 

ｂ 放流量ｑの算定式 

ただし、 ｑ：時間ｔのとき総放流量（㎥） 

 ｑ０：放流容量（㎥/sec） 

  ｔ：降雨継続時間（min） ｋ：透水係数（㎜/sec） 

 ａ’：浸透施設の底面積（㎡） Ｓ：安全率 

ｃ 貯水量Ｒ（ｍ３）の算定式 

・・・・・・・①

 Ｒmax のとき  より①式は、 

・・・・・・・②

貯水量が最大になる時間を t=ｔ０とすると②式は、 

・・・・・・・・・・③

したがって、最大貯水容量Ｒ０は①式及び③式より、 
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